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五一会 (日召18卒 )制作の興譲館『思索の森』にて/皆 さんの学年の記念植樹をお待ちしています。

「連
綿
尽
き
ぬ
興
譲
の
心
」

平
成
十

一
年
度
同
窓
会

・
懇
親
会

実
行
委
口貝
長
　
一則

山

一員
　

一

（昭
和
二
十
九
年
卒
）

上
杉
鷹
山
公
の
敬
師
、
細
井
平
洲
先
生
を
お
迎
え
し
、
興
譲

館
を
開
学
し
て
三
百
年
、
連
綿
と
興
譲
館
塊
は
受
け
継
が
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
二
十

一
世
紀
を
前
に
、
更
な
る
興
譲
館
精
神

の
継
承
と
そ
の
高
揚
を
願
っ
て
、
テ
ー
マ
を

「連
綿
尽
き
ぬ
興

譲
の
心
」
と
題
し
、
今
年
の
同
窓
会
総
会
、
懇
親
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

今
年
は
、
昭
和
三
十
九
年
卒
業
を
筆
頭
学
年
と
し
、
四
十
三

年
、
四
十
八
年
、
五
十
四
年
、
五
十
九
年
卒
業
の
当
番
学
年
が

一
致
団
結
し
て
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
同
窓
生
が

一
堂

に
会
し
、
青
春
時
代
を
思
い
起
こ
し
、
な
つ
か
し
く
も
、
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
で
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
同
窓
会
は
、
興
譲
館
精
神
を
、
先
輩
か

ら
後
輩
へ
、
語
り
継
が
れ
る
出
逢
い
の
場
と
し
て
絶
好
の
機
会

で
も
あ
り
ま
す
．
大
い
に
盛
り
あ
が
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。尚

、
九
月
二
十
日

（月
）
、
記
念
式
典
後
の
記
念
講
演
会
は
、

同
窓
生
の
加
藤
同
雄
君

（三
十
九
年
卒
、
野
村
ア
セ
ッ
ト

・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
投
信
ｍ
取
締
役
）
が
熱
弁
を
奮
い
ま
す
。
彼
は
二

十

一
世
紀
に
む
け
て
の
情
報
技
術
や
、
社
会
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り

方
な
ど
の
変
化
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
か
ら
、
将
来
を
担
う

後
輩
に
伝
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
同
窓
生
の
皆

様
も
御
拝
聴
頂
き
た
く
重
ね
て
ご
案
内
中
し
上
げ
ま
す
。
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三
百
年
記
念
事
業
に

一
年
に

一
度
、
新
旧
の
同
窓
生

が

一
堂
に
会
す
る
総
会

・
懇
親
会

の
日
が
近
づ
い
て
参
り
ま
し
た
。

今
年
も
当
番
学
年
の
ご
尽
力
の
も

と
、
に
ぎ
や
か
な

一
夕
を
過
ご
せ

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
は
、
記
念
式
典
を
は
じ
め

藩
学
創
設
三
百
年
を
祝
う
様
々
な

行
事
が
行
わ
れ
た
記
念
す
べ
き
年

で
し
た
。
ど
の
行
事
も
皆
様
の
温

か
い
ご
協
力
に
よ
り
、
楽
し
く
盛

大
に
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、

改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

記
念
事
業
も
、
い
よ
い
よ
メ
イ

ン
の
記
念
講
堂
建
設
を
残
す
ば
か

り
に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に

一
部

設
計
の
手
直
し
も
完
了
し
、
確
認

申
請
の
段
階
ま
で
来
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
募
金
の
方
が
ま
だ
予
定

ど
お
り
に
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。

同
窓
生
の
皆
様
を
中
心
に
各
方
面

の
ご
援
助
を
い
た
だ
い
て
、
総
額

に
お
い
て
は
七
割
の
達
成
を
見
て

お
り
ま
す
が
、
肝
心
の
卒
業
生
年

次
寄
付
は
よ
う
や
く
五
割
を
超
え

た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
見
通
し
が

立
た
な
い
こ
と
に
は
、
安
心
し
て

建
築
実
施
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
出
せ

ま
せ
ん
。
今
後
、
各
位
の
一
層
の

次
第
で
す
。
そ
し
て
、

当
初
の
計
画
ど
お
り
、

来
年
に
は
ぜ
ひ
落
成
を

実
現
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、

出
さ
な
く
て
も
そ
の
う

ち
募
金
も
終
る
だ
ろ
う

と
い
う
安
易
な
考
え
方

を
な
く
し
、
み
ん
な
で

作

っ
た
目
標
は
み
ん
な

で
守
る
、
年
次
目
標
は

最
後
ま
で
達
成
さ
せ
る

と
い
う
確
認
を
し
た
い

も
の
で
す
。

さ
て
、
同
窓
会
各
支

部
総
会
、
各
学
年
の
集

い
等
は
、
例
年
に
も
増

し
て
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に

希

開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
ご
同
慶

の
至
り
で
す
。
今
後
と
も
、
会
員

の
親
睦
を
図
り
、
母
校
の
発
展
に

寄
与
す
る
と
い
う
目
的
に
ふ
さ
わ

し
い
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

米

沢

興

譲

館

同

窓

会

平
成
十

一
年
度
総
会

・
大
懇
親
会
こ
案
内

一
、
日
時
　
平
成
十

一
年
九
月
二
十
日

（月
曜
日
）

二
、
会
場
　
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

（市
内
金
池
二
丁
目
）

三
、
日
程
　
①
総
　
〈ム　
午
後
四
時

②
懇
親
会
　
午
後
五
時
三
十
分
か
ら

※
対
高
校
教
職
員
と
の
親
善
野
球
試
合

午
後

一
時
か
ら

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
野
　
　
　
希

平
成
十
一
年
度
同
窓
会
　
懇
親
会
実
行
委
員
長
　
ユ別
　
山
　
一元
　
一

（昭
３９
年
卒
）

」ｒ」」彙一一一一】中‐」」」

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校

記
念
式
典

・
記
念
講
演
こ
案
内

一
、
日
時
　
平
成
十

一
年
九
月
二
十
日

（月
曜
日
）

二
、
会
場
　
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
　
体
育
館

三
、
日
程
　
①
記
念
式
典
　
午
前
九
時
か
ら

②
記
念
講
演
　
午
前
十
時
四
十
分
か
ら

演
題

「パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
ー
変
化
と
と
も
に
生
き
る
」

加
　
一謄
　
回
　
雄
　
氏

（昭
３９
年
卒
）

野
村
ア
セ
ッ
ト
　
了
■
ン
メ
ン
ト
投
信
株
式
会
社

オ
フ
ィ
サ
ー
（役
員
待
遇
）兼
シ
ス
テ
ム
開
発
部
長

一
層
の
ご
協
力
を

同

窓

会

長

り||

里予

1卒業年次

氏 |■ 1名
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東京支部での集い
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同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
い
つ
も

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
特
に
昨
年
度
は
、
藩

学
創
設
三
百
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
記
念
講
演
や
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
、
お
力
添
え
い
た
だ
い

た
財
源
の
一
部
を
こ
の
た
め
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心

の
教
育
、
感
性
を
育
む
教
育
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
て
喜
ん
で

お
り
ま
す
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

本
年
度
、
山
形
県
庁
支
部
及
び

東
京
支
部
の
総
会
に
参
加
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
支
部
に

お
い
て
も
そ
う
で
す
が
、
閉
会
行

学

校
　
長

巻

事
は
き
ま
っ
て
校

「
歌
で
締
め
く
く
る

一　
の
が
恒
例
と
な
っ

〓一
て
お
り
ま
す
。

´
・
興
譲
中
学
校
校
旗

一
興
譲
館
高
校
校
旗

罐
敲
颯
「
は
耐
げ
″

校
歌
の
調
べ
は
誠
に
格
調
が
高
く

い
つ
も
胸
が
熱
く
な
る
思
い
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
高
校
時
代

の
こ
と
が
い
つ
い
つ
ま
で
も
心
に

強
く
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
る
事
実

に
ふ
れ
る
に
つ
け
、
高
校
教
育
の

重
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
六
八
九
名

（う
ち
、
二
九
六
名
が
女
子
）
の
生

徒
諸
君
に
、
い
か
に
心
と
き
め
く

経
験
を
さ
せ
る
か
が
決
め
手
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
第

一
と
し
て
上
げ
た
い
こ

と
は
学
力
の
充
実
で
あ
り
ま
す
ｃ

入
学
時
の
成
績
か
ら
み
て
、
少
々

久

不
安
が
あ
っ
た
三
年
生
に
復
活
の

兆
し
が
見
る
れ
、
こ
の
夏
季
休
業

期
間
中
は
多
く
の
者
が
登
校
し
て

本
格
的
に
受
験
勉
強
を
開
始
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
、
十
月

前
後
か
ら
の
追
い
込
み
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
時
期

に
は
、
例
外
な
く

一
人

一
人
の
生

徒
に
退
し
さ
と
力
強
さ
が
加
わ
っ

て
き
ま
す
。
希
望
す
る
進
路
が
達

成
す
る
よ
う
、
厳
し
い
指
導
が
必

要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

部
活
動
の
方
で
は
、
陸
上
競
技

部
含
三
段
跳
び
と
五
十
メ
ー
ト
ル

競
歩
）
が

一
六
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
特
筆

す
べ
き
こ
と
で
す
。
現
在
、
強
化

合
宿
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
ｃ

ま
た
、
二
学
年
の
東
吾
妻
登
山

で
は
、
従
前
は
白
浜
で
引
き
返
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
改
め
、

山
頂
ま
で
登
る
こ
と
を
計
画
し
て

実
施
し
た
の
は
十
年
ぶ
り
の
こ
と

で
す
。
紺
碧
に
輝
く
五
色
沼
を
見

た
と
き
の
感
激
は
永
久
に
心
の
底

に
刻
み
込
ま
れ
る
も
の
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

今
朝

（七
月
二
十

一
日
）
は
ま

た
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
全
校

応
援
体
制
を
敷

い
て
野
球
大
会

（第
三
回
戦
、
鶴
商
学
園
高
校
）
に

臨
む
予
定
で
お
り
ま
し
た
が
、
雨

の
た
め
順
延
と
な
り
、
山
形
か
ら

引
き
返
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

野
球
大
会
の
応
援
は
学
校
が

一
九

と
な
っ
て
燃
え
る
絶
好
の
機
会
で

あ
る
と
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

応
援
団
活
動
の
活
性
化
も
ま
た

一

つ
の
課
題
で
す
。
昨
今
、
学
校
に

よ
っ
て
は
応
援
団
幹
事
に
立
候
補

す
る
生
徒
が
い
な
く
な
り
、
校
歌

や
応
援
歌
の
指
導
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
が
生
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。
本
校
で
は
な
ん
と
か
応
援
団

活
動
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
十
分

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
昨
年
よ
り
積

極
さ
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

入
学
生
に
対
す
る
指
導
を
は
じ
め
、

壮
行
式
や
野
球
応
援
、
学
年
集
会

に
お
け
る
指
導
な
ど
、
生
徒
に
活

躍
の
機
会
を
積
極
的
に
与
え
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
校
の
よ
う
な
学
校
に
あ
っ
て

は
、
点
数
や
偏
差
値
だ
け
が
重
視

さ
れ
が
ち
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、
二
十

一
世
紀
に

お
け
る
生
徒
の
活
躍
を
視
野
に
入

れ
て
運
営
に
努
め
た
い
と
存
じ
ま

す
。
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
今

後
と
も
暖
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

験

興譲の鐘
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藩
学
創
設
三
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
よ
り

記
念
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
三

年
目
を
迎
え
た
。
昨
秋
ま
で
に
記

念
誌
発
刊

・
記
念
行
事
が
終
了
し

た
が
、
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
。

◇
記
念
誌
発
行

（十
年
九
月
）

「興
譲
館
人
国
記
」
と
し
て
、
一別

会
長
松
野
良
寅
氏
が
殆
ど
執
筆
さ

れ
、
在
校
生

・
記
念
式
典
来
賓

・

役
員
に
配
付
。
同
窓
生
に
は
三
千

円
で
頒
布
。

◇
記
念
行
事

ｏ
記
念
式
典

（十
年
九
月
二
十

一
日
）
体
育
館

式
典
終
了
後
、
「興
譲
館
三
百
年

の
あ
ゆ
み
」
の
ス
ラ
イ
ド
上
映

ｏ
記
念
講
演

（同
日
）
体
育
館

三
十
八
年
卒
東
北
大
助
教
授

一昌
　
橋
　
礼
二
郎
　
氏

「学
ぶ
こ
と
と
は
何
か
」

ｏ
祝
賀
昼
食
会

（同
口
）

大
多
目
的
教
室

ｏ
ラ
イ
ブ
興
譲

（同
日
）

市
民
文
化
会
館

五
十
六
年
卒
青
柳
陽
子
氏
。
リ

チ
ャ
ー
ド
パ
イ
ン
＆
カ
ン
パ
ニ
ー

と
の
共
演
。

ｏ
同
窓
会
総
会

・
懇
親
会

（同
日
）

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

〇
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（十
年
九
月
二
十
二
日
）

記
念
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
、
同
窓

生
も
参
加
。

大
平
折
返
し
の
コ
ー
ス
。

ｏ
記
念
講
演
　
　
市
民
文
化
会
館

（十
年
九
月
二
十
三
日
）

脚
本
家
ジ
ェ
ー
ム
ス

・
三
木
氏

に
よ
る

「鷹
山
公
の
人
づ
く
り
に

か
け
た
戦
略
」

ｏ
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

（同
日
）

市
民
文
化
会
館

四
十
八
年
卒
松
倉
と
し
子
氏
と

山
形
交
響
楽
団
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン

ト

・
コ
ン
サ
ー
ト
。

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

「交
響
曲
第
五
番
」

ｏ
パ
不ヽ
ル
展

（十
年
九
月
十
八
日
ヽ
二
十
三
日
）

ポ
ポ
ロ
・
米
沢
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「興
譲
館
三
百
年
の
あ
ゆ
み
」
と

し
て
柿
崎
則
夫
教
諭
中
心
に
作
成

し
た
パ
ネ
ル
と
県
立
博
物
館
展
示

の
「藩
校

・武
士
の
学
校

・江
戸
の

学
問
」
よ
り
借
用
し
た
資
料
を
展

示
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
、
生
徒

・

教
職
員

・
同
窓
生

・
父
兄
等
多
数

の
協
力
に
よ
り
大
成
功
で
あ

っ
た
。

◇
記
念
講
堂
建
設

さ
て
、
残
る
事
業
が
メ
イ
ン
の

記
念
講
堂
建
設
で
あ
る
。

す
で
に
前
号
で
概
要
を
お
知
ら

せ
し
た
が
、
そ
の
後
、
興
譲
館
三

百
年
の
伝
統
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

と
の
見
地
か
い
、
予
算
は
元
通
り

の
範
囲
で
、　
一
部
設
計
の
手
直
し

を
す
る
こ
と
に
な
り
、
図
の
よ
う

な
も
の
に
変
更
し
た
。

建
築
確
認
の
中
請
を
し
、
八
月

中
に
は
許
可
が
お
り
る
予
定
で
あ

る
。
募
金
の
目
途
が
立
ち
次
第
、

着
工
に
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

◇
募
金
状
況

各
年
次
代
表
の
ご
努
力
に
よ
り
、

現
在
ま
で
十
六
学
年
が
目

標
を
突
破
し
た
。
し
か
し
、

全
体
的
に
は
五
割
を
超
え

た
と
こ
ろ
で
、
特
に
若
い

卒
業
生
諸
君
の
動
き
が
ま

だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。

経
済
情
勢
も
明
る
い
展

望
の
開
け
な
い
時
で
あ
り
、

目
標
達
成
は
大
変
で
あ
ろ

う
が
、
今
後
の
興
譲
館
の

姿
を
見
据
え
、
当
初
の
目

的
実
現
に
向
け
て
、
更
な

る
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

ご
協
力
に
感
謝

も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り

学年別寄付申込状況

藩学創設300年記念事業寄付金状況

年次募金同標  17以前
18-22

日l 募金目標達成

100万 以上

240万以 上(300万 目標 )

電毒綿(全学年)}300万
平成以降   100万 日標

(平成 11年 7月 1日 現在 )

申込金額

300万 円～

200万 円～ 19   20イ凝 21・ 22   23・ 24   28
30   33   44   48

150万 円～ 11 18   20宮 1 41

100万 円～

50万 円～

`定

日寺佑」14

～49万 円

５３

６‐

４９

６０

‐２

５９

１０
５８
平

９
５７
平

６

５６

６３

５

５４

６２

集約なし 平 2平 1 平 4 平 6以降

(平成 11年 7月 1日 現在 )

寄付金種別 目 標 件 数 申込金額 達成率

同 窓 生
十 円

150000 2.756
千 円

82.251
%

54.8

篤 75000 51.880

協 力 団 体 168,000 8 173,107 1030

現旧教職員 5,000 6,000 120.0

雑 収 入 2.000 1,398

計 400.000 314.636 786
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S47年卒 小山通隆氏の設計によるもの

■丁
一一」一

・．一一一
「

メ

「
二
六
〈至

目
標
を
達
成
し
て

昭
和
三
〇
年
四
月
、
旧
県
立

米
沢
興
譲
館
中
学
校
入
学
、
同

時
に
勤
労
奉
仕
作
業
、
農
家
の

者
は
自
家
の
仕
事
を
、
そ
れ
以

外
は
疎
開
組
を
含
め
て
米
沢
近

郊
か
ら
中
郡
あ
た
り
ま
で
の
農

家
に
配
置
さ
れ
て
の
農
作
業
の

手
伝
い
。
同
年
八
月
敗
戦
。
昭

和
三
二
年
四
月
、
現
米
沢
東
高

校
火
災
。
た
め
に
、
廃
墟
に
な

っ
た
興
譲
館
中
学
校
の
寄
宿
舎

（現
ア
ク
テ
ィ
ー
米
沢
の
南
側

あ
た
り
に
あ
っ
た
）
が
解
体
さ

れ
て
東
高
に
移
転
．
そ
の
跡
地

を
ク
ラ
ス
単
位
に
区
分
け
し
て

夏
休
み
中
に
ク
ラ
ス
毎
整
地
を

す
る
こ
と
。
モ
ッ
コ

（藁
縄
を

編
ん
で
作

っ
た
砂
利
運
搬
用
の

網
状
の
も
の
）
だ
け
は
学
校
で

用
意
す
る
。
ス
コ
ッ
プ
、
ト
ウ

グ
ワ
、
ツ
ル
ハ
シ
の
類
は
ク
ラ

ス
持
参
、
作
業
日
時
は
ク
ラ
ス

〓
毎
決
定
と
い
う
条
件
の
作
業
だ

っ
た
。
今
考
え
る
と
不
思
議
な

く
ら
い
み
ん
な
集
ま
っ
て
汗
を

“
流

し

た

。

や

が

て

そ

こ

が

テ

ニ

ダ

′

ス
コ
ー
ト
に
な
っ
た
ｃ
大
小
さ

ま
ざ
ま
、
い
い
こ
と
も
わ
る
い

こ
と
も
み
ん
な
で
や
っ
た
。

そ
れ
が
今
も
っ
て
続
い
て
い

る
同
期
会
、
母
校
愛
の
土
台
な

の
か
も
知
れ
な
い
。　
一
人
原
則

三
万
円
、
郵
便
に
よ
る
三
波
の

依
頼
、
結
局
こ
の
四
月
初
め
漸

く
ｌｆ‐
ｆ
余
名
か
ら
三
百
余
万
円
の

拠
出
で
目
標
達
成
と
な
っ
た
ｃ

そ
の
中
に
は
中
学
三
年
終
了
後

他
所
、
他
校
へ
転
住
、
転
校
し

た
仲
間
、
三
回
分
納
の
初
回
納

入
直
後
に
他
界
し
た
仲
間
、
三

回
目
分
の
納
入
が
遅
く
な
っ
て

済
ま
な
か
っ
た
と
言
い
つ
つ
息

を
引
き
取
っ
た
仲
間
も
い
た
。

同
期
会
事
務
局
と
し
て
は
感
涙

に
咽
ぶ
ば
か
り
の
協
力
に
唯
々

感
謝
あ
る
の
み
だ
っ
た
。
あ
と

は
い
つ
に
な
っ
た
ら

「講
堂
が

形
に
な
る
の
か
」
が
も
っ
ぱ
』

の
声
で
あ
る
。
藩
校
未
だ
健
在

の
証
を
早
く
同
期
生
み
ん
な
に

報
告
し
て
や
り
た
い
。 ，

　

　

‐
　

１
　
　
一■
一

（本
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和
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記
）
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第 28号 米 沢 興 譲 館 同 窓 会 会 報 平成11年 8月 7日 (6)

項  目 予算額 収入済額 増減 (△ ) 備   考

繰 越 金 59,228 0

へ 会 金 1,673,000 1,659,000 △ 14、 000 7,000円 ×237名

年 会 費 2,250,000 1.576,000 △ 674,000

過年度会費 500,000 349,000 △ 151,000 過年度会費木in分

染[ 

“

又 入 l,658 886 預金利子

計 4,483,000 3,644,886 △ 838、 114

入収

決算額

収入済額 3,644,886円 ―

平成 9年度 同 窓 会 決 算 書
いF成 9年 9月 1日 より平成10年 8月 31日 まで)

(単位 :円)支  出

支出済額 3,322,957円

= 残額 321,929円

(次年度へ繰 り越 し)

(11位 :円 )

〒9920213 東置賜郡り1西 町り毛士:島 1211

2'0238 (42)4121

副支部長 鈴木 弘

監  事 船山昭司 嶋津憲英

幹 事 長 猪狩文昭

事務局長 島貫啓 一 後藤哲雄 大友勝治

◎長井西置賜支部

連 絡 先  〒993-0011 長井il頑官町¬ヒ6-16

1に民会館前 渡部秀 ―司法書士事務所
80238(84)2368 FAX 0238(84)2373

支 吉F長  夕ヽ田 陽 〒9930084 長井TF栄 町1117
て,0238 (84)2004

副支部長 井上俊雄 芳賀康雄

代表幹事 今井1真吾

事務局長 渡部秀一

◎小国支部

連 絡 先

支 部 長 高井朋次

〒992-1203 西置賜郡4ヽ 国町市野々389

【,0238 (65)2006

副支部長 阿部 正 木村信夫

幹 事 長  渡部君夫

◇興譲館同窓会校内役員

理  事 小野降夫 (教頭) 島貫祐輔 管  弘

本間 精 樋口 隆

幹  事 岸 順一 鑓水武夫

◎置賜地区県職員同窓会

連 絡 先 〒9920012 米沢市金池東南置賜合同庁舎

【,0238 (24)2311

支 部 長

幹 事 長 高橋恵史

◎高畠支部

支 部 長 登 l14捷一

〒9920351 東置賜郡高畠町高品215223
π,0238 (52)0017

副支部長 梅津伊兵衛 星 寛治

幹 事 長 鈴木征治

事務局長 連絡先 金田成康 高畠町役場内

て
'0238 (52) 1111

◎赤湯支部

支 部 長 須藤清次 〒9992211 南陽市赤湯3005

2'0238 (43)6111

副支部長 伊藤幸大 外山善夫

事務局長 連絡先 高橋順一

〒9992231 南陽市二色根761
◎宮内支部 連絡先 〒9920472 南陽市宮内3010-10

吉田文雄 80238(47)2706
支 部 長 佐藤 稔

副支部長 川合1弟次郎・星 清一

幹 事 長 吉田文雄

監  事 高橋正夫

◎川西支部 連絡先 〒9920121東 置賜郡川νi町上小松

川西町役場 猪狩文昭 80238(42)2111
支 青Б長 遠藤忠志

項  目 予 算 額 支出済額 増 減 (△ ) 備   考

(運 営 費 ) (1,420,000) (1,179,690) (△  240,310)

会 議 費 120,000 △ 61,391 会議費補助

通信連絡費 100,000 38,880 △ 61,120 通信費

需 用 費 82,201 △ l17.799 事務経費・他

人 件 費 1,000,000 1,000,000 0 人件費等

(事 業 費 ) (2,520,000) (1,934,267) (△ 585,733)

一般事業費 1,900,000 1,334,267 △ 565,733
各支部総会 (旅

費 お祝)送料

卒業記念費 240,000 △  10,000
占籍『我妻栄―
人と時fヽ 』

表 彰 費 △  10,000 記念品代 (2名 )

会 報 費 340.000 0 1じ 27'テ 10,000書謳

(予 備 費 ) (209,000) △ 334,000)

予 備 費 209,000 △ 334,000 過納会費づき当て金

ピ| 4,483,000 3,322,957 △1,160,043

年 会 費 預 か り 状 況  (単位 :千円)
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項  日 本年度予算額 前年度予算額 比較増減(△ ) 備   考

繰 越 金 321,929 59,228 262.701 前年度繰越金

人 会 金 1.624.000 1、 673.000 △ 49,000 232名 ×7,000円

年 会 費 2,250,000 2,250,000 0

1召 25年 ～昭63年まで

50,000円 ×39学 年

昭24年 ～‖召14年 まで

30,000円 ×10学 年

過年度会費 500,000 500.000 0 過年度会費未納金

lE 収 入 1,071 頂金利子

4,697,000 4,483,000 214,000

入収

平成10年度 同 窓 会 予 算 書
(平成10年 9,11日 より平成11年 8月 31日 まで)

(単位 :円)支  出

窓会支部役

(単位 :円 )

記念講堂建設予定地

◎米沢支部

支 部 長

再ヽ支音卜長

監  事

幹 事 長

事務局長

◎東京支部

支 部 長

副支部長

幹 事 長

副幹事長

連 絡 先

◎関西支部

支 部 長

肩ヽ支音Б長

幹 事 長

事 務 局

◎宮城支部

支 部 長

副支部長 芳賀滋弥・和田美知子

幹  事 林一郎・小林令児 矢尾 ll■ 範子 香坂昌紀

大武清夫・小関隆久・金子謙一 猪俣良市

御供政敏・森下和夫・高橋芳彦 鈴木利実

連 絡 先 〒9830862 仙台市宮城野区二十人町6

6022(291)5372(中 4条  イニ)

◎山形支部

支 部 長

副支部長

幹 事 長

副幹事長

監  事

事 務 局

◎山形県庁教育委員会職員同窓会

会   長  佐々木洋 ,台  〒990-0826

高野健男 〒990-2401 山形市平清水759
【,023 (622) 1657

高橋淳一 ・堤 孝雄 ・斉藤 真

二瓶 功

船 山光文・安部 敏

安藤隆夫 ・岩沼 市

〒9900041 山形 |1緑 町1240
π,023 (642)2538

』時］呻

山形県立1専物館 8023
佐藤英治・高橋 潔

斎藤忠男

鈴木敬次

山形市霞城 18
(645) 1111

若月雅博・菅野亮一 玉木康雄 倉嶋 尚

井上元治・酒井俊英 小野庄士 佐藤大顕

小関敏彦・高橋礼二

項   目 予 算 額 決 算 額 比較増減 (△ ) 備   を

(運 営 費) (1,420,000) (1,420,000) ( 0)

会 議 費 120,000 120,000 0 役員会等

通信連絡費 100,000 0 郵便切手

需 用 費 200,000 0
慶弔 転退職者

餞別 消耗品

人 件 費 1,000,000 1,000,000 0 人件費等

(事 業 費 ) (2.550.000) (2.520,000) (

一般事業費 1,900,000 1,900,000 0

各支部総会

(お祝い 旅費)

会報送料

卒業記念費 250.000 0 記念品代

表 彰 費 50,000 永年動続者 (5名 )

会 報 費 350,000 印刷代

(予 備 費) (727,000) (543,000) (   184000)

予 備 費 727.000 543.000 184.000 過l ll会費返済のため

計 4,697,000 4,483,000 214,000

米沢興譲館同 ］貝

連絡先 〒9921443 米沢 |に大学笹野 1101

米沢興譲館高等学校 80238(38)4741
高橋忠蔵

相田英一 。大友恒則

奥山 徹・安達治雄

小関 薫

遠藤岩根

磯貝昌弘

後藤主計・月生円健

吉田仁志

板垣 H召 次・五雲寺卓・川井陽 ‐

本川 裕・大浦顕逸

〒120-0002 東京者Б足立区中
'‖

4-8-11101

mハ ナマル (吉 田仁志 )

Z'03(3606)6101(FAX共 )

斎藤秀吉

山本三郎・大石 彰・川合雄介

大槻正重

連絡先 勝見哲朗

〒5370011 大阪市東成区東今里21530
サン美術印刷lll1 806(976)0231

中條 仁
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＝

母
校
だ
よ
り

＝

島

一員

祐

輔

学
期
末
考
査
も
終
り

「さ
あ
、

次
は
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
！
」
。
中
に
は

一
ケ
月
も
前
か
ら
朝
練
習
に
取
り

く
む
ク
ラ
ス
⌒チ
ー
ム
）
も
あ
っ
た
。

今
年
は
空
梅
雨
で
サ
ッ
カ
ー
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
種
目
に
は
好
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
予
想
し
て
い
た
が
、

大
会
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
本
格
的

な
雨
が
続
い
て
し
ま
っ
た
。

ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
と
い
え
ば
、
変

遷
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
随
分
以

前
か
わ
の
伝
統
行
事
で
あ
り
、
そ

の
時
々
に
同
窓
先
輩
達
も
汗
を
流

し
、
燃
え
に
燃
え
た
思
い
出
を
も

っ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

近
年
、
学
校
生
活
も
変
容
し
つ

つ
あ
る
部
分
も
多
い
が
、
ク
ラ
ス

マ
ッ
チ
で
の
感
動
シ
ー
ン
は
毎
年

同
じ
よ
う
に
く
り
返
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
今
年
は
、
汗
と
涙
に
加

え
サ
ツ
カ
ー
に
つ
い
て
は
男
女
共

泥
ま
み
れ
の
熱
戦
が
展
開
さ
れ
人

い
に
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

間
も
な
く
梅
雨
も
明
け
、
野
球

応
援
・夏
季
講
習
・部
活
合
宿
等
々

が
続
く
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。

撃,7弯華響 Ｊ
■
■
日

鬱彎

米
沢
興
譲
館
同
窓
会

宮
城
支
部
長
　
中

條

　

　

仁

宮
城
支
部
で
は
毎
年
秋
、
支
部
総
会
を
開
催
し
同
窓
会
長

は
じ
め
校
長
、
役
員
の
方
々
を
お
招
き
し
て
同
窓
会
の
事
業

や
学
校
の
現
況
等
を
お
聞
き
し
、
ま
た
講
師
を
招
い
て
記
念

講
演
会
を
催
す
こ
と
を
恒
例
と
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
十
年

度
は
、
昨
年
十

一
月
二
十
八
日
、
川
野
会
長
と
巻
校
長
に
ご

来
駕
頂
き
、
学
生
を
交
え
て
五
十
名
ほ
ど
出
席
し
ま
し
た
．

記
念
講
演
は
当
地
で
も
関
心
事
で
あ
る
首
都
移
転
問
題
に
つ

い
て
、
宮
城
県
の
担
当
職
員
に
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

現
在
支
部
会
員
は
約
二
九
〇
名
で
、
毎
年
会
員
名
簿
を
作

製
し
出
席
者
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
出
入
が
多

く
、
確
認
作
業
が
困
難
で
あ
り
ま
す
（）
会
員
の
異
動
を
お
知

ら
せ
頂
く
と
大
変
助
か
り
ま
す
。

講
堂
の
建
設
資
金
を
支
部
に
も
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
ま

す
も
の
の
、
宮
城
県
に
は
有
力
な
オ
ー
ナ
ー
も
少
な
く
、
苦

慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

饒

仙台青葉城にある政宗銅像


